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２０２３年 ２月 ２日発行
（公財）北海道農業公社

▼ 公社ＨＰ

https://www.adhokkaido.or.jp/

（第15号）

新しい年がスタートして、早１か月が経過しました。
年が明けてから、道内では強烈な寒波や大雪に見舞われ、また、新型コロナウイ

ルス感染症に加えインフルエンザの流行が心配されるなど、極めて厳しい農業情勢
の中にあって、気の休まらない日々が続いております。

「農業公社ニュース」の第15号をお届けいたします。

■ 令和４年度第２回臨時理事会を開催

さる１月19日、今年度２回目となる臨時理事会を開催いたしました。
当公社では、通常理事会を３か月ごとに開催しているほか、例年１月に事

業計画の変更や次年度事業に係る諸手続きを行うため、臨時理事会を開催し
ています。

開会挨拶で小田原理事長からは、長引く感染症の流行、ロシアのウクライ
ナ侵攻による国際情勢の激変のもと、農業分野においても生乳などの需給が
緩和し、急激な円安の進行も加わり、飼料などの生産資材価格が高騰するな
ど、特に酪農が大変厳しい経営環境が続いていることについて、強く懸念を
示しました。
こうした中、昨年12月に政府が決定した「食料安全保障強化政策大綱」

に基づき、必要な検討が加速化されていく流れにありますが、「当公社が担
う「人と農地」の構造政策は、食料の安全保障・安定供給の基本となるもの
で、今後さらに重要性が増すものと考えている。計画的かつ継続的な事業推
進が重要であることを改めて認識している」との力強い表明がありました。

また、今年の４月から、農地流動化政策の仕組みが大きく変わり、当公
社の役割が拡大することから、「関係機関・団体、そして地域の皆さまとし
っかり連携しながら、丁寧に進めてまいりたい」との発言があり、さらに、
策定中の第４次中期経営方針（Ｒ５～７年度）について、「農業情勢が急激
に変化する中、当公社が本道農業・農村の発展に一層の役割を発揮できる
よう策定してまいりたい」との考えを述べました。
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議事については、「令和４年度事業の進捗や収支見通し」、「第４次中期経
営方針の素案」のほか、「令和５年度国費予算概算決定・４年度補正予算に
係る公社関連の事業概要」、「人・農地など関連施策の見直し」などについ
て報告を行い、理事・監事から熱心な質疑等が出されるとともに、決議事
項である「令和４年度事業計画の変更や収支予算の補正」のほか、「令和５
年度の事業計画大綱」、「令和５年度事業の一部執行」などについて審議が
行われ、全会一致で承認されました。

農業をめぐる近年例のない厳しい情勢は、当公社の経営にも目に見える形
で影響を及ぼしていますが、年度末に向けて、一層の収支改善に取り組んで
いくこととしています。

▲ 第２回臨時理事会の様子 【総務部】

■ 遠軽町白滝の江面さん、新篠津村の福尾さんに最優秀賞！

～ 新規就農優良農業経営者表彰、３年ぶりに表彰式を開催 ～

道内各地の優良経営を築き上げた新規就農を表彰する「新規就農優良農業
経営者表彰」ですが、令和4年度は２組が最優秀賞となり、昨年12月15日
に３年ぶりとなる表彰式（会場：ホテルポールスター札幌）を開催しました。

遠軽町白滝の「江面暁人さん・陽子さんご夫妻」は、北広島市出身、東
京で結婚を機に就農を決意して北海道へ移住、農業法人での研修を経た後、
農業経営継承事業を活用して平成24年に就農。特産“白滝じゃが”などの
希少品種、小麦、スイートコーン等を作付け、農協のほか食品メーカーや
通信販売などの販路を確保。さらに、地域の農業振興と情報発信のための
民宿・レストラン経営、農業ボランティア受入れなど幅広く展開していま
す。営農については地域の平均収量を大きく上回り、所得率も34％と、模
範的な経営を行っていることなどが評価されました。

新篠津村の「福尾拓さん・綾さんご夫妻」は、札幌市出身、海外青年協
力隊への憧れから、東京農業大へ進学後、農業を極めるため、故郷の近く
のオーガニック農業法人に就職し、有機大根の生産・販売を習得した後に
平成26年に独立就農。現在保有する農地は全て有機ＪＡＳ認証となってお
り、収穫期には１日千本の大根を出荷するほか、学校給食や直販所への販
路も確保し、にんじんの栽培も手がけています。
有機農業のメッカ・新篠津村で、村のクリーン農産物生産協議会副会長

などを務めるほか、農福連携にも取り組むなど若手農家のリーダー的存在
として活躍している点などが評価されました。

表彰式では、両組とも、宮本副理事長から表彰状を授与され、謝辞ではこ
れまでの周囲の支えに対する感謝やこれからの抱負について、力強く語って
いただきました。
ぜひ、後に続く方々への「道しるべ」となって下さるようお願いします。
受賞おめでとうございました！！
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▲ 表彰式（令和４年12月15日開催）の様子

◀▲ 江面さんとご家族

◀▲ 福尾さんとご家族

【担い手支援部】

■ 令和４年度第２回「北海道新規就農フェア」開催！

～ ３月４日 ホテルポールスター札幌で ～

本年度２回目となる「北海道新規就農フェア」を来たる３月4日（土）に
ホテルポールスター札幌で開催します。47地域のブース出展を予定してい
ます。

前回（令和４年６月）は約２年ぶりの開催ということもあって、来場者が
200人を超える大盛況となりました。
今回も、出展者・相談者ともに満足いただけるよう、告知や準備に懸命に

取り組んでいるところです。

ホームページでのお知らせや、ＪＲ及び札幌市営地下鉄の車内広告を約２
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週間前から実施するほか、2月25日（土）にはHBCテレビ「あぐり王国北
海道 NEXT」（17:00～17:30）の番組内でフェアの告知を行います。
よろしくお願いします！

▼ 当公社ホームページ

https://www.adhokkaido.or.jp/ninaite/info/2023/01/34.html

▲ 過去の新規就農フェアの開催状況 ▲

【担い手支援部】

■ 「新たな農地施策全道研修会」を全道５ブロックで開催中

高齢化や人口減少が本格化する中、農業経営を行う人の確保と農地の適切
な利用促進などを目的とした農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法
律が本年４月から施行されることとなっており、国においては政省令の改正
や基本要綱等案の公表が行われており、道段階においても道の基本方針の一
部改訂など、関係機関が連携を図りながら各般の対応を進めています。

こうした取組を道内関係者に広く周知する研修会を２／１から全道５ブロ
ックで開催（主催：北海道）しており、当公社も（一社）北海道農業会議と
ともに協賛の上、しっかりと説明を行ってまいりたいと考えておりますので、
よろしくお願いいたします。

◀ 開催スケジュール

【農用地部】

https://www.adhokkaido.or.jp/ninaite/info/2023/01/34.html
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■ 「北海道高度情報化農業研究会」の活動のご紹介

北海道高度情報化農業研究会は、「北海道における持続的な農業の発展の
ための情報技術の活用促進及びその健全な普及を図ること」を目的に活動を
行っており、令和4年度の活動状況及び予定は、以下のとおりとなっていま
す。

・ 令和4年 7月19日 第18期 第1回運営委員会
・ 12月14日 第2回運営委員会
・ 令和5年 3月 ８日 第18期 通常総会

来たる3月8日（水）には「北海道高度情報化農業研究会 スマート農業
セミナー」を開催いたしますので、参加をご希望の方は、以下に記載の「申
込案内」に沿ってお申込み願います。

【農村施設部】
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■ 令和４年度乳肉用牛貸付事業が間もなく終了！

畜産部が実施している乳肉用牛貸付事業について、令和４年度事業の実施
期間が間もなく終了（＝３月上旬まで導入可能）となります。ただし、事業
計画申請等の手続きが必要となりますので、残された時間はあとわずかです。

導入を希望される農家の方々は、早急に地元農協を通じて申込みをお願い
いたします。事業の内容は、以下のとおりです。

※ ちなみに、この事業は令和５年度も引き続き実施しますので、令和５年度に

おける事業参加も大歓迎です。事業参加希望調査は、２月～３月頃実施予定です。

【連絡先】
北海道農業公社 畜産部（直通☎011-241-5761）（fax 011-271-3776）

乳牛担当：濱田（ハマダ） 肉牛担当：昆（コン）

公社牛貸付事業（乳用牛）
・ 補助金 ～ 無（非補助事業です）
・ 導入牛 ～ ホルスタイン種で10か月以上の育成牛、18か月以上の成牛
・ 貸付期間 ～ ５年以内
・ 譲渡代金 ～ 購入価格と同額
・ 管理料 ～ 事業経費として毎年購入価格の1.2％
・ 導入期間 ～ ４月中旬から令和５年２月末まで（令和４年度事業）
・ 導入頭数 ～ 上限はありませんが、年間200頭の導入を予定

優良肉用牛貸付事業（肉用牛）
・ 補助金 ～ 有（要件により各４万円、５万円、６万円、９万円のいずれ

かとなります）
・ 導入牛 ～ 黒毛和種・褐毛和種・日本短角種で６か月以上12か月未満

の子牛、または48か月未満の成牛
・ 導入要件 ～ 導入牛の父又は母の育種価と、対象種雄牛があります
・ 貸付期間 ～ ６年以内
・ 譲渡代金 ～ 購入価格＋借入金利息相当額－補助金
・ 管理料 ～ 事業経費として毎年定額3,500円（税抜）
・ 導入期間 ～ ５月から令和５年３月初旬まで（令和４年度事業）
・ 導入頭数 ～ 上限はありませんが、年間350頭の導入を予定

【畜産部】

■ 冬期の労働災害・交通事故の未然防止に取組中

牧草地や耕作地などの開発整備で使用した農業開発機械は、冬期間に公
社機械センターで点検・整備を行うことから、整備の際の事故防止に取り
組んでいます。また、北海道警察の交通安全情報を当公社内の掲示板に掲
載して、冬型交通事故防止にも努めています。
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【統括労働安全衛生委員会】


